
別紙様式 

令和５年度（２０２３年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 学校名:宇城市立小川中学校 ＞ 

１ 取組の概要報告   

（１）取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 生徒会三役、美化委員会・食育委員会・人権ボランティア委員

会の委員長及び副委員会の話し合いにより決定した宣言事項

を生徒集会で確認し、全校生徒へ呼びかけを行った。 

行動 

 〇美化委員会 

・美化コンクールの実施（２回） 

・教室の棚等の整理整頓の呼びかけと実施（金曜日の放課後） 

・移動教室の際の教室の整理整頓、電気、エアコンの電源オフ 

○食育委員会 

・食への感謝の呼びかけと残食調査実施 

・宇城市事業「フードパントリー」に学校として参加 

 →保護者への呼びかけも行い実施 

○人権ボランティア委員会 

・ペットボトルのキャップ集めを実施 

・金カン運動の実施（毎週金曜日アルミ缶回収） 

○教職員 

・裏紙の再利用 

・会議、各アンケートのペーパーレス化 

・各委員会活動の様子を学校、学級通信等で保護者等へ周知 

※実施要項５（１）オ 行動 を参考に、家庭や地域への啓発、家庭や地域との

連携に関する取組も記載をお願いします。 

記録 

 〇美化委員会の取組について 

・黙想からの無言清掃に努め、新校舎をきれいに保とうという

意識が向上した。 

・毎週金曜日には美化委員長、副委員長より生徒の担当箱や棚

の整理整頓を放送で呼びかけ、その意識が高まった生徒が多

いが、整理整頓できていない生徒も少数いる。 

・移動教室の際の電気、エアコンの消し忘れはほとんどなくな

った。 

○食育委員会の取組について 

・給食への感謝の会を行い、調理員の思いに触れることがで

き、食に感謝する意識の向上が見られた。 

・定期的な残食調査の実施と呼びかけによって各クラスの残

食が減った。残食ゼロクラス７０％以上の目標に対し７４％

の達成率であった。 
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・「フードパントリー」は初めての試みであったが、２１人に

協力いただき６０品超の食品を提供できた。この活動を通

じて、持続可能な社会について考えることができた。 

○人権ボランティア委員会の取組について 

・ペットボトルキャップ収集では、今年度 12,100 個（昨年度

は 7318個）集めることができ、ポリオワクチン８人分と交

換することができた。 

・アルミ缶収集（金カン運動）では、１１．２ｋｇのアルミ缶

を業者に渡し、ごみ袋に交換した。 

○教職員の取組について 

・４５時間以上の超過勤務の職員数は昨年と同数であり、取組

が十分とは言えないが、コロナ後としては継続的に行えた。 

見直し 

 〇職員への学校版環境ＩＳＯへの周知徹底が不十分であっ

た。次年度はぜひ掲示できるようにしたい。 

〇電気の使用量は、委員会でデータ収集を行い、月別のデー

タ等で掲示するなど、視覚化を行いたい。 

〇職員間での引継ぎを徹底したい。 

〇環境ＩＳＯをＳＤＧｓの観点から、整理し直した活動につな

げていきたい。 

○働き方改善の推進のため、何を削減するのか、何ができるの

かを再度検討していきたい。 

 

（２）成果と課題 

成 果 課 題 

〇美化コンクールの実施や毎週金曜日の各教室

の棚や担当箱の整理整頓を放送等で呼びかけ

ることによって、新校舎をきれいに保ち、教

室環境の改善が見られた。また、生徒の環境

美化への意識の向上がみられた。 

〇節電を意識することによって、係が意識した

り、気付いた生徒、美化委員等が自ら気付い

て行動できたりするようになった。 

〇ペットボトルキャップを集めることで、ごみ

のリサイクルを意識させるとともに、世界中

の人の役に立つことを生徒に意識させること

ができた。 

〇残食に関しては、インフルエンザなどで欠席

が多い時も、互いに協力をする姿が見られ

た。 

〇本校では無言清掃を行っているが、掃除中に

一部の生徒が無言清掃出来ていないことがあ

る。また、掃除に取り組めていない生徒が見

かけられるので、今後、委員会活動の更なる

充実を図っていきたい。 

〇電気やエアコンの消し忘れについては、職員

を含め、意識の向上を更に図りたい。 

〇全職員・全生徒への周知徹底を行い、学校全

体で取り組む必要がある。 

○ペットボトルキャップについては収集期間が

短いため、回収の時期や期間、回数など検討

を行っていく。 

○残食はクラスによって差があるので、各クラ

スで残食が少しでも減るように、啓発活動に

努めたい。 

 


